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読 者 
プレゼント 

「おたより」を添えてお申し込みください「おたより」を添えてお申し込みください

叙 

位

正
六
位

渡 

部 　
隆

さ
ん

故

（
谷
地
町
・
六
月
二
十
八
日
逝
去
・
９１
歳
） 

　
羽
広
小
、
北
内
越
小
、
金
浦
中
、
矢
島
中
で
学
校
長 

を
歴
任
。
退
職
後
は
青
少
年
育
成
本
荘
市
民
会
議
会
長
。 

平
成
五
年
勲
五
等
双
光
旭
日
章
受
章
。 

●道の駅にしめ・はまなすの里

営業　朝９時～夜７時
　　（11月～３月は夕方６時まで）

ホームページ

　
国
直
轄
に
よ
る
東
北
で
第
一
号
の
道
の
駅

と
し
て
平
成
七
年
九
月
に
オ

プ
ン
し

お

か
げ
さ
ま
で
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

八

月
末
日
で
六
百
五
十
万
人
を
超
え
る
利
用
実

績
を
数
え

感
謝
し
て
お
り
ま
す

物
産
館

ト
イ
レ
の
ほ
か

農
家
直
営
の
直
売
所
も
出
来

レ
ジ
夋

施
設
や
ハ

ブ
園

ス

パ

マ

ケ
兊
ト
が
隣
接
し
て
い
ま
す

道
の
駅
周
辺

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
に
よ
る
集
客
活
動

観
光
協
会
西
目
支
部
と
の
協
働
で
菜
の
花
や

ひ
ま
わ
り
な
ど
の
お
花
畑
を
活
用
し

特
産

品
・
観
光
・
文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す

　
今
月
五
日
か
ら
リ
ン
ゴ
ま
つ
り
が
始
ま
り

ま
す

早
生
の
さ
ん
さ
・
津
軽
か
ら
王
林

ふ
じ
な
ど
十
一
月
ま
で

農
家
の
皆
さ
ん
の

直
売
や
皮
む
き
競
争
と
い

た
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
が
人
気
で
す

ま
た

十
八
日
か
ら
二

十
日
に
は
十
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
す

十
二
月
に
は
ハ
タ
ハ
タ
ま
つ
り
が

あ
り

冬
の
地
魚
が
並
び
ま
す

地
産
地
消

と
観
光
発
信
拠
点
と
し
て
全
国
へ
の
売
り
込

み
に
励
ん
で
い
ま
す

　
　
　
　
　

支
配
人
　
熊
谷
　
正
さ
ん

道
の
駅
に
し
め
か
ら

り
ん
ご
ジ
奛

ス

１
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

こ
の
夏
、
猛
暑
を
涼
し
く
― 

ゴ
ー
ヤ
ー
が
緑
の
カ
ー
テ
ン
に 

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と
し

て
、
市
が
家
庭
に
配
布
し
た
ゴ
ー

ヤ
ー（
ニ
ガ
ウ
リ
）が
大
き
く
生
育
。

窓
一
面
を
覆
う
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

と
な
り
涼
し
い
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。 

　
ゴ
ー
ヤ
ー
は
希
望
を
募
り
、
二

百
世
帯
へ
四
月
に
種
を
配
布
。
日

陰
が
出
来
る
こ
と
で
エ
ア
コ
ン
を

使
わ
ず
に
済
み
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
で
あ
る
 ＣＯ２
の
削
減
に
つ
な
が

る
こ
と
、
葉
か
ら
出
る
水
蒸
気
で

周
囲
の
温
度
を
下
げ
る
植
物
の
蒸

散
作
用
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。 

　
中
村
松
夫
さ
ん（
給
人
町
）宅
で

は
ア
サ
ガ
オ
と
合
わ
せ
、
幅
一
・

八
㍍
、
高
さ
三
㍍
の
立
派
な
カ
ー

テ
ン
に
生
育
。
手
の
平
ほ
ど
の
緑

の
葉
が
強
い
夏
の
日
差
し
を
遮
り
、

涼
し
さ
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
生
活
環
境
課
で
は
栽
培
し
た
家

庭
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
効
果
を

確
認
し
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

http://www.chokai.ne.jp/menisime/
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今
回
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

訪
問
に
は
本
荘
・
矢
島
・
由

利
・
大
内
・
東
由
利
・
鳥
海
地

域
の
中
学
生
が
参
加
。
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
の
安
藤
純

課
長
が
団
長
と
な
り
、
鳥
海
中

学
校
の
村
上
雅
美
教
諭
が
引
率

し
ま
し
た
。 

　
二
十
五
日
に
本
市
を
出
発
し

た
一
行
は
同
日
夜
、
経
由
地
の

ド
イ
ツ
で
一
泊
。
翌
日
、
空
路

で
入
国
後
、
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト

か
ら
バ
ス
で
移
動
し
バ
ー
ツ
市

へ
。
市
役
所
前
で
ハ
ン
ガ
リ
ー

日
本
友
好
協
会
、
同
学
生
友
好

協
会
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
ち
の
出
迎

え
を
受
け
、
そ
の
夜
か
ら
民
泊

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
二
十
七
日
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で

国
会
議
事
堂
や
私
立
高
校
、
市

民
公
園
を
見
学
。
合
同
夕
食
会

で
打
ち
解
け
ま
し
た
。
翌
日
、

バ
ー
ツ
市
で
の
市
長
歓
迎
式
で

一
人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手

渡
さ
れ
、
全
員
が
感
激
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
訪
問
の
証
と
し

て
ド
ナ
ウ
川
の
ほ
と
り
に
「
友

好
の
木
」
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

　
二
十
九
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
大
聖
堂
や
英
雄
広
場
な

ど
を
回
り
、
夜
景
を
堪
能
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
的
な
美
し
い

た
た
ず
ま
い
に
触
れ
な
が
ら
、

買
い
物
な
ど
も
し
ま
し
た
。
翌

日
に
は
国
立
高
校
を
見
学
。
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
の
三
十
一

日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
過
ご

し
、
夜
は
一
堂
に
会
し
て
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別
れ
夕

食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
サ
ン

キ
ュ
ー
、
あ
り
が
と
う
」
。
充

実
し
た
一
週
間
に
及
ぶ
思
い
出

を
語
り
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
団
員
は
何
度
も
お
礼
を
伝
え

ま
し
た
。 

　
八
月
一
日
、
空
港
で
の
見
送

り
に
再
び
感
動
し
つ
つ
、
ド
イ

ツ
を
経
由
し
二
日
に
帰
国
。
有

意
義
な
体
験
を
経
て
大
き
く
成

長
し
帰
宅
し
ま
し
た
。 

    

　
バ
ー
ツ
市
と
の
交
流
は
、
旧

本
荘
市
が
友
好
都
市
協
定
を
結

ん
だ
平
成
十
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

ほ
ぼ
一
年
お
き
に
相
互
訪
問
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
一
昨
年
の
平
成
二
十
年
に
は

ボ
ハ
ー
ル
駐
日
大
使
が
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
大
使
と
し
て
初
め
て
本

市
を
訪
問
さ
れ
「
子
ど
も
た
ち
、

家
族
同
士
が
お
互
い
を
知
る
こ

と
に
よ
っ
て
両
国
の
関
係
が
さ

ら
に
深
ま
る
。
今
後
も
市
民
同

士
の
交
流
を
重
視
し
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
事

業
に
あ
た
っ
て
、
七
月
十
三
日

に
長
谷
部
市
長
が
都
内
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
大
使
館
を
表
敬
訪
問
。

引
き
続
き
、
友
好
関
係
の
構
築

に
尽
く
す
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。 

絆 

バーツ市の国立高等学校を見学後、 
校舎の前で（7月30日） 

「
青
少
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
交
流
訪
問
」 

学
園
都
市
・
バ
ー
ツ
で
深
め
た
体
験
交
流 

本
市
の
中
学
生
十
五
人
に
よ
る
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
」
が
七
月
二
十
五
日

か
ら
九
日
間
に
わ
た
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
バ
ー
ツ
市
で
行
わ
れ
、
初
め
て
踏
む

異
国
の
地
で
の
社
会
見
学
や
一
般
家
庭
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
結
ぶ 

友
好
親
善
の
絆 

ミ
ニ 

特
集 

文化・人・歴史を学び、友好深める― 

海
を
越
え
た
ス
テ
ー
ジ
で 

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ー
ツ
市
へ
の
青
少
年
友
好
交
流
訪
問
が
七
月
下
旬
に
行
わ
れ
、
派
遣
さ
れ
た
中
学
生
十
五
人
が 

体
験
や
交
流
を
通
じ
視
野
を
広
げ
ま
し
た
。「
海
を
越
え
た
ス
テ
ー
ジ
で
育
ん
だ
友
情
や
感
動
の
出
来
事
、
夢
―
」。 

こ
の
報
告
に
合
わ
せ
、
国
際
交
流
・
協
力
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
の
あ
ふ
れ
る
思
い
も
伺
い
ま
し
た
。 

は
ぐ
く 
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約束 

植樹した「友好の木」の成長を願って 巨大な像と共に 

ギャラリーの 
展覧会。本市 
児童の作品の 
前で 

体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
は
万
国
共
通
。 

す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
和
や
か
に 

お
別
れ
会
で
「
ソ
ー 

ラ
ン
」
を
披
露 

ボ
ー
ト
市
長（
右
）か
ら
安
藤
団
長
へ 

記
念
品
の
贈
呈 

　”ハ
ン
ガ
リ
ー
の
父
“ 

　
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で 

国会議事堂内部を見学 

青空の下、英雄広場で 

国会議事堂 
外観 

夜景を堪能 

市長歓迎式を終え、バーツ市庁舎前で 

世
界
に
開
か
れ
た 

ま
ち
づ
く
り
の
約
束 

　
こ
の
友
好
交
流
訪
問
は
、
次

の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

心
と
心
の
触
れ
合
う
体
験
を
通

じ
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
、

友
情
の
絆
を
築
い
て
も
ら
う
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
。
家
族
同
然

に
接
す
る
中
で
生
ま
れ
る
愛
情

や
思
い
や
り
の
一
つ
一
つ
が
感

動
を
呼
び
、
温
か
な
思
い
出
が

市
と
市
、
国
と
国
と
の
友
好
親

善
の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別

れ
の
日
、
涙
で
目
を
潤
ま
せ
る

団
員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
言

葉
や
文
化
の
違
い
を
越
え
て
理

解
し
、
認
め
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
、
深
く
温
か
な
心

に
対
し
て
自
然
に
湧
き
出
た
感

謝
の
思
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
安
藤
課
長
は
「
名
門
高
校
の

見
学
な
ど
を
設
定
し
た
バ
ー
ツ

市
、
見
学
先
で
通
訳
し
て
く
れ

た
友
好
協
会
の
方
々
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
誠
意
あ
ふ
れ
る

も
て
な
し
な
ど
、
感
動
、
感
激
、

そ
し
て
感
謝
の
毎
日
で
し
た
。

こ
れ
は
両
市
間
の
友
好
交
流
の

積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
す
。

生
徒
が
こ
の
貴
重
な
体
験
を
生

か
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
北
緯
　
度
。
日
本
よ
り
も
北

に
位
置
す
る
バ
ー
ツ
は
、
ド
イ

ツ
か
ら
黒
海
へ
と
流
れ
る
大

河
・
ド
ナ
ウ
川
の
交
易
中
継
地

と
し
て
繁
栄
し
、
人
口
は
約
四

万
人
。
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
、

高
校
、
大
学
や
音
楽
学
校
な
ど

が
連
携
を
図
る
教
育
熱
心
な
学

園
都
市
で
す
。
本
市
の
子
ど
も

た
ち
が
中
欧
の
街
並
み
や
教
育
、

人
柄
な
ど
に
接
す
る
に
は
、
好

適
の
ス
テ
ー
ジ
と
言
え
ま
す
。 

   

　
国
際
交
流
活
動
の
大
本
の
目

的
は
、
交
流
を
通
じ
て
異
な
る

文
化
や
言
葉
の
違
い
を
越
え
て

友
情
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
世

界
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
。
今
回
の
交
流
訪
問
を
通

し
、
子
ど
も
た
ち
が
現
地
で
咲

か
せ
た
笑
顔
の
輪
が
確
か
な
絆

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絆
は
、

両
市
の
末
長
い
発
展
を
願
い
、

世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
共
に
目
指
し
て
い
く
、
私
た

ち
の
約
束
で
も
あ
る
の
で
す
。 

４７ 

夢のような体験、大切な宝物 友好交流 
訪問 
アルバム 

絆
は
、次
へ
の 

南　彩瑛さん（本荘北中・３年） 
　この訪問で、日本との文化の違いな
どを学び、改めて日本の良さを発見で
きました。触れ合いから、上手に話す
ことより、いかに積極的に伝えようと
するかが大切なのだとも知りました。
浅田高俊 君（本荘北中・２年）　
　初めての外国で、建造物や食べ物な
どの違いを感じました。ほとんどがイ
エス、ノーでしたが、コミュニケーシ
ョンが取れてよかった。ホストファミ
リーに感謝し、今度は恩返しをしたい
です。  
高木浩士郎 君（本荘南中・３年） 
　ホストファミリーは優しく、日本語
を勉強していてくれており、さまざま
なコミュニケーションを取ることがで
きました。帰ってからも、ハンガリー
の友達とメール交換をしています。 
笠井友泉 君（本荘南中・２年） 
　ホストファミリーの中学生と一緒に
過ごし、野球や卓球をしました。また、
乗馬やアーチェリーを教えてもらいま
した。僕にとって夢のような出会い、
体験に満ちた、大切な思い出です。 
石川理那さん（本荘南中・２年）　
　バーツは歴史ある建物が並び、緑が
多く、環境を大切にしている町だと感
じました。ホームステイでは、自分の
意思を伝え、相手に応えるために積極
的にリアクションできました。私にと
っての大きな成果です。 
三浦温子 さん（本荘南中・２年） 
　目標としていた、英語で言いたいこ
とを伝えられた時の喜びは大きく、英
語をもっと勉強したいと思いました。
ハンガリー語にも興味を持ち、私はハ
ンガリーが大好きになりました。 
村上　柊 君（本荘東中・２年） 
　英語で自分の気持ちや考えが相手に
伝わることはうれしい経験でした。ハ
ンガリーの学生たちは自分の町、国に
強い愛着と誇りを持っていると感じま
した。学んだことを学校生活に生かし
ていきたいです。 
秋山裕輝 君（矢島中・３年） 
　体得できたことは、どこで暮らして
いて同じ人間だということ。外国は考
え方や感情が全然違い、遠い存在でし
たが、親近感を持つことができ、身近
に感じられるようになりました。 
石川　透 君（由利中・３年） 
　乗馬やアーチェリー、農場ではブタ
や牛に触ったりなど、初めての体験も
多く、貴重なものとなりました。特に
印象に残っているのは由緒ある立派な
教会です。機会があれば、また訪れて
みたいです。 

三浦文華 さん（由利中・２年） 
　ホストファミリーの皆さんは優しく、
いろいろと手伝ってくれたり助けてく
れたりと、感謝の毎日でした。いつも
優しく接してくれてうれしかった。私
にとって忘れられない思い出です。 
佐藤　倭 君（鳥海中・２年） 
　ハンガリーで会話や観光など、たく
さんのことを学び、貴重な経験になり
ました。自分が大きく変わることがで
きたのではないかと思います。研修に
参加してよかったと感じています。 
佐藤道哉 君（鳥海中・２年） 
　英語で話すのが楽しく、自分から英
語やマジャール語でコミュニケーショ
ンを取れるようになり、男女関係なく
交流できました。この訪問で、以前よ
りも友達を大切にできるようになった
と感じています。 
赤川優衣 さん（鳥海中・２年） 
　このハンガリー訪問でメンバーと仲
良くなって楽しい時間を過ごすことが
でき、また文化の違いや世界の広さを
感じることができました。ものの見方
を広げ、世界に通用する人に成長した
いと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
遠藤成美 さん（東由利中・２年） 
　伝え合いたいという心があれば伝わ
る。会話をして、一緒に食事をし、一
緒に歩いてコミュニケーションを取る
ことこそ、この体験の本当の良さです。
そうでなければ、こんなに帰りたくな
いと思いながら帰って来ることもなか
ったのではないかと思います。 
鈴木舞彩 さん（大内中・２年） 
　英語での会話は大変でしたが、学校
で英語ができても、それを応用できな
ければ意味がないことを知りました。
この９日間で、物の見方が少し変わり
ました。学んだことを役立てていきた
いです。 

参加した団員の感想 

わ 

き
ず
な 
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親
善
・
支
援
・
協
力 

自
発
的
な
住
民
レ
ベ
ル
の
活
動
、
活
発
に 

商
業
活
動
は
別
と
し
て
、
市
内
の
団
体
な
ど
が
外
国
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
事
例
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

周
囲
に
聞
い
て
回
っ
た
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
る
方
々
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
。
地
域
の
中
で
取
り
組
み
を
続
け
る
、
民
間
主
体
の
自
発
的
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

　「高山地帯にある山村の学校に電
灯をともそう」。県立大学システム
科学技術学部の学生研究グループが
「ヒマラヤプロジェクト」と題し、
平成１３年からネパールやモンゴルで
発電装置の設置などを続けている。 
　今年２月には白井哲志さん（３年）
をリーダーに学生７人とプロジェク
ト発足からかかわる武田紘一特任教
授、二村宗男助教がマナスル山にあ
るサマ村の小学校に太陽光発電の電
灯システムを設置した。一行はカト
マンズからバス９時間と登山８日
をかけて標高３５００㍍の現地へ移動。
同校は登山家の野口健さんが理事長
を務めるＮＰＯ法人が建設したもの
で、メンバーは１.５㍍四方のソーラ
ーパネル（２４８㍗ｈ）や制御回路など
を設置。寮の全室やトイレの電灯が 
５０人の児童の笑顔を照らした。 
　活動に引き込まれ、入学直後から
参画する白井さんは「明るい中で勉
強できるようになった、ありがとう
とのメールがとてもうれしい。次は
完成したばかりの校舎に電灯を引く
ために準備中です。大学祭のバザー
の売り上げも資金にします」と充実
感に満ちた表情で語る。二村先生は
「ソロプチミスト本荘の方々や卒業
生の篤志など、多くのご協力に感謝
します。貢献やボランティアという
よりも、学生の勉強の場になってい
ます。ここで身に付けた力を将来に
生かしてほしい」と期待を寄せる。 

打ち合わせをする二村先生と白井さん（右） 

お
に
ぎ
り
を
握
っ
た
り
し
て
交
流
し
た
女
性
た
ち 

■
県
立
大
生
が
学
生
研
究 

ネ
パ
ー
ル
の
小
学
校
に「
太
陽
光
発
電
装
置
」設
置 

■
由
利
本
荘
青
年
会
議
所 

韓
国･

梁
山
青
年
会
議
所
と 

児
童
絵
画
で
交
流 

　「市内の良い所を、もっともっと
知ってもらいたい」。金森福子さん
（４５歳・岩城内道川）は秋田を訪れ
る韓国・中国の観光客やテレビ局の
取材陣を本市へと案内している。 
　中国語と韓国語の教室を主宰する
金森さんに観光ガイドの協力依頼が
あり、その受け皿として２年前にＮ
ＰＯ「日中韓　虹のかけはしＡＫＩ
ＴＡ」を設立。このほど市の外国人
観光客誘致モニターにも委嘱され、
先月７日には韓国人訪問団１１人を天
鷺村に案内し、地区の婦人会との料
理教室などを通じて交流した。 
　「角館の武家屋敷が有名ですが、
天鷺村は農家の家屋も同時に見られ
ます。茶室も近くにあり、これらを
生かした交流を提案しました。一緒
に岩城音頭を踊ったりという体験が
再訪のきっかけになるのです」。外
国からの旅行者を増やすポイントの
一つとして「地元の人とのふれあい
は旅行者にとって永遠の思い出です。
一人一人の努力と思いやりによって、
日本が、そして由利本荘市が国際社
会で認められるようになるのです。 
自分が日本の代表だと思って、アピ
ールしてほしい」と強調する。 
　岩城に嫁いで１４年。「完璧でなく
ても、ありのままで仲良くなれた
ら」。国際社会で地元が生き残るた
めに一人一人のもてなしの心や役割
を大事にしてほしいと願いながらモ
ニター活動に力を入れる。 

●
誘
致
モ
ニ
タ
ー
・
金
森
さ
ん 

誘
客
案
内
に
努
め
、
本
市
の
観
光
を
売
り
込
む 

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
ふ
も
と
、
村
落
か
ら 

離
れ
て
建
つ
小
学
校
。
パ
ネ
ル
組
立
て 

と
配
線
作
業
に
３
日
間
を
費
や
し
た
。 

翌
々
日
に
は
下
山
の
途
に
。 

児童の絵画に 
見入る高原理 
事長（右）と佐 
藤副理事長 

　由利本荘青年会議所（会員４５人）
では、昭和５６年に韓国・梁山青年会
議所との姉妹締結を行い、相互交流
を開始。梁山市と旧本荘市との友好
交流都市協定へと発展する下地を形
成した。現在では、小学生の写生大
会を開き、優秀な児童をホームステ
イに招待する絵画交流事業を両会議
所の親善と合わせて行っている。 
　高原一心理事長（３６歳）は「先月７
～９日にも梁山青年会議所の皆さん
が来県しました。今月は私たちが訪
韓します。４年前の２５周年記念事業
では、児童の絵画を由利高原鉄道の
車体に描き、アートトレインにしま
した。ホームステイを終えた子ども
の親御さんから『向こうの方々から
親切にしてもらってよかった。一人
で行かせて大丈夫だろうかと心配し
たが、大きくなって帰って来た』な
どとお礼の手紙をいただきます。子
どもたちが国際意識を高める、青少
年育成の意味が大きい」と総括。  
　国際交流担当・佐藤健副理 
事長は「子どもは素直ですの 
で、半日もあれば仲良くなり 
ます。私たち大人も子どもた 
ちに学び、相手の言葉で交流 
できるようにならなければな 
どと教えられます」と語る。 
　いよいよ来年は相互交流３０ 
周年という節目。「公益につながり、
より地域に広がる機会にできれば」
と、次のプランを温めている。 

活動を語る金森さん 

継続 

ヤ
ン
サ
ン 

写
生
風
景

写
生
風
景 

写
生
風
景 

展
覧
会
で

展
覧
会
で 

展
覧
会
で 

ミニ特集 海を越えたステージで 
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Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
（
ブ
ロ
ン
ズ
） 

念
願
の
海
外
初
進
出
、
観
衆
魅
了
し
大
反
響 

モ
ン
ト
ル
ー
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ス
イ
ス
）
に
参
加
し
、
７
月
13
日
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

演
奏
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
。
海
外
初
進
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
満
場
の
観
衆
を
魅
了
し
、
大
き
な
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
Ｒ
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ａ
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
リ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
モ
ン
ト
ル
ー
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
年
で

四
十
四
年
目
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
厳
し
い
基
準

を
突
破
し
た
者
だ
け
が
参
加
で
き
る
と
い
う
、
歴
史

あ
る
祭
典
で
す
。
参
加
へ
の
喜
び
と
共
に
、
海
外
初

演
奏
、
電
圧
の
違
い
や
機
材
運
搬
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
大
き
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
言
葉
の
壁
（
フ
ラ
ン
ス
語
が
主
）
に
阻
ま

れ
、
ス
タ
ン
バ
イ
時
に
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
発
生
。

リ
ハ
ー
サ
ル
な
し
の
「
本
番
で
調
整
し
な
が
ら
」
と

い
う
幕
開
け
に
、
全
員
が
パ
ッ
と
切
り
替
え
て
演
奏

し
ま
し
た
。
一
曲
目
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、
ド
ッ
と
地

響
き
の
よ
う
な
歓
声
と
拍
手
が
湧
き
、
「
あ
あ
、
受

け
入
れ
て
も
ら
え
た
ん
だ
」
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
無
名
の
上
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
み
の
演
奏
。
世
界

中
か
ら
音
楽
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
約
三
千
人
収
容
の
フ

リ
―
会
場
は
ま
さ
し
く
実
力
が
試
さ
れ
る
場
で
し
た
。

興
味
が
な
け
れ
ば
去
っ
て
い
け
る
か
ら
で
す
。
そ
の

九
十
分
間
の
演
奏
中
ど
ん
ど
ん
人
が
増
え
、
一
曲
毎

に
曲
に
引
き
込
ま
れ
て
聴
い
て
く
れ
て
い
る
の
を
ス

テ
ー
ジ
の
上
か
ら
感
じ
ま
し
た
。
や
が
て
通
路
が
な

く
な
る
ほ
ど
の
超
満
員
、
ア
ン
コ
ー
ル
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ブ
ロ
ン
ズ
ブ
ー
ス
に
は
人
が
殺
到
し
、
そ

の
声
に
驚
き
、
感
動
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
で
は
一
切

バ
ン
ド
紹
介
は
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常

に
音
で
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
、
そ
の
ま

ま
逆
に
感
想
と
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
や
は
り

心
や
音
楽
は
伝
わ
る
、
国
境
は
な
い
で
す
ね 

　
翌
日
は
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
や
バ
ス
の
中
、
歩
い
て

移
動
中
も
、
多
く
の
方
々
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

「
海
外
先
行
」
と
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
今
、
一
つ

の
答
え
と
し
て
形
に
な
り
ま
し
た
。
常
に
貫
き
動
く
、

の
繰
り
返
し
が
片
田
舎
に
居
な
が
ら
も
、
き
っ
か
け

を
掴
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
今
後
は
全
国
、
世
界
へ
範
囲
を
広
げ
ま
す
が
、
も

ち
ろ
ん
地
元
で
も
活
動
し
ま
す
。
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま

が
あ
っ
て
こ
そ
の
ブ
ロ
ン
ズ
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
、
機
材
・
楽

器
運
搬
費
は
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
由
利
本

荘
市
の
お
蔭
さ
ま
で
補
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
メ
ン
バ
ー
一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

July 02－17 2010

結
実 

！ ！ 

は
ば 

わ 

ご
と 

か
げ 

つ
か 

！ 

会場を包む拍手とコールに応えて 

和と洋の融合した楽曲が聴衆を魅了 

ミニ特集 海を越えたステージで 

　
近
年
、
海
外
旅
行
に
出
か
け

る
日
本
人
の
数
は
年
間
千
六
百

万
〜
千
八
百
万
人
で
推
移
。
外

国
旅
行
や
地
域
で
外
国
人
を
見

か
け
る
こ
と
も
さ
ほ
ど
珍
し
い

こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
現
在
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
国

際
化
）
と
い
う
言
葉
が
以
前
よ

り
ず
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
は
、
国
際

交
流
は
行
政
が
行
う
も
の
と
の

イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
で
「
外

国
語
な
ん
て
話
せ
な
い
し
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
と
敬
遠

し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。 

　
交
流
と
は
「
異
な
る
地
域
・

系
統
の
人
が
互
い
に
行
き
来
す

る
こ
と
」
。
国
際
交
流
の
舞
台

は
海
外
だ
け
で
な
く
、
国
内
、

地
域
で
の
交
流
も
含
ま
れ
ま
す
。

国
、
県
が
中
国
や
韓
国
か
ら
の

旅
行
者
を
呼
び
込
む
観
光
戦
略

を
掲
げ
、
本
市
も
誘
致
促
進
へ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
誘
致
モ
ニ
タ
ー
の
金
森
さ
ん

は
、
「
〈
こ
ん
に
ち
は
〉
を
意

味
す
る
韓
国
語
・
ア
ニ
ョ
ハ
セ

ヨ
と
話
し
か
け
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
由
利
本
荘
青
年
会
議
所

の
高
原
理
事
長
も
「
地
域
に
広

が
る
活
動
を
進
め
た
い
」
と
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
親

交
の
輪
を
広
げ
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
こ
そ

が
交
流
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
論
語
の
中
の
孔
子
の
言
葉

「
近
き
者
説（
悦
）び
、
遠
き
者

来
る
」
は
、
地
域
に
住
む
私
た

ち
が
「
い
い
所
で
、
楽
し
い
で

す
よ
」
と
笑
顔
に
な
る
こ
と
で

噂
に
な
り
、
そ
れ
を
聞
い
て
遠

く
の
人
が
自
然
に
や
っ
て
く
る
、

と
い
う
意
味
で
す
。
国
際
交
流

で
も
身
近
な
素
材
を
生
か
し
、

自
分
や
回
り
の
人
と
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。 

　
「
体
験
や
交
流
を
通
じ
て
多

く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
れ
を

今
後
に
生
か
し
た
い
」
。
中
学

生
が
話
し
た
よ
う
に
、
交
流
す

る
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
ま
す
。

広
い
視
野
に
立
つ
こ
と
で
学
び

が
深
ま
り
、
成
長
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
中
学
生
だ
け
で
な
く

大
人
に
も
、
地
域
に
も
言
え
る

こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

　
お
互
い
を
理
解
し
、
み
ん
な

で
「
世
界
に
開
か
れ
た
由
利
本

荘
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
ミ
ニ
特
集
が
そ
の
「
糸
口
」

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
―
― 

■ミニ特集   海を越えたステージで　／完 

　本市にお住まいの外国出身の方から 
お話を伺います。 
日時　9月8日（水）午前10時～11時30分 
講師　渡辺ジュリエットさん（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ出身） 
日時　9月15日（水）午前10時～11時30分 
講師　小松アニーさん（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ出身） 
会場　本荘勤労青少年ホーム 
定員　30人（託児あり・要予約）  
問い合わせ先　本荘公民館  122-0900 

　独立行政法人国際協力機構による青
年海外協力隊、シニア海外ボランティ
アの募集説明会が開催されます。 
■青年海外協力隊 

日時 10月16日（土）午後２時～４時 
会場 アルヴェ（秋田市）  
■シニア海外ボランティア 

日時 10月16日（土）午前10時半～12時30分 
会場 アルヴェ（秋田市）  
問い合わせ先　JICA東北 1022-223-4772

国際理解講座 
「私から見た日本～そして祖国｣ 

ＪＡＩＣＡボランティアを募集 

繋
が
る 

つ
な 



Yurihonjo city public Relations.  2010

　西目高校土木系列の３年生
10人が８月４日、東由利地域
法内の山林「山遊庭の森」で
スギの枝打ちや間伐作業を体
験しました。体験学習は県の
本年度の森づくり県民提案事

業に選ばれた同校の「木育スクール2010」の活動のひとつ。山林の
所有者で東由利林業懇話会メンバーの阿部重助さん（72歳）や県内
の森林ボランティア、本荘由利森林組合の職員の指導のもと、生徒た
ちは懸命に作業に取り組みました。

　東由利グリーンツーリズム
研究会（金子拓雄代表）主催
の「じゃがいも掘り体験」が
８月８日、東由利地域の老方
地区で行われました。34度
を越す猛暑に見舞われました

が、土の中からじゃがいもを掘り出す作業に、皆暑さを忘れて精を出
しました。作業後は、同研究会スタッフが準備した「特設農家レスト
ラン」で昼食。フランス鴨のゆで卵やもぎたてのゆできび、煮じゃが
いもなど、おいしい料理に舌鼓を打ちました。

　本荘地域の鳥田目狩ヶ沢橋
周辺で８月15日、「送り盆花
火大会」が行われました。お
盆を家族、親族と一緒に過ご
し、先祖への慈しみ、家族愛
を深めてもらおうと、送り盆

花火実行協議会（小松義博会長）が企画運営したもので、今年度の地
域づくり推進事業のひとつです。小松会長は、「お盆期間の行事とし
て認知してもらい、市を送り盆花火の里として内外にアピールし、地
域おこしの一助になれば」と話していました。

　市総合体育館で８月19日
～22日、第51回全日本ロー
ラーホッケー選手権大会・第
23回全日本女子ローラー
ホッケー選手権大会（日本
ローラースポーツ連盟主催）

が開催され、全国各地の社会人クラブや大学のチームが出場しました。
世界選手権大会の選手選考を兼ねた今大会、日本を代表する選手たち
の最高レベルのプレーが繰り広げられました。男子はＭＪクラブ（東
京都）、女子はＭＪクラブ（同）が優勝に輝きました。

　

郷
土
の
民
謡
「
本
荘
追
分
」
を

後
世
に
継
承
し
、
唄
に
よ
る
地
域

振
興
を
図
ろ
う
と
「
第
二
十
七
回

本
荘
追
分
全
国
大
会
」（
市
商
工

会
主
催
）
が
八
月
二
十
二
日
、
本

荘
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
場
者
は
年
少
・
高
年
・

大
賞
の
部
合
わ
せ
て
九
十
六
人
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
唄
い
手

が
情
緒
豊
か
な
歌
詞
を
独
特
の
節

回
し
で
披
露
し
、
大
勢
の
観
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

大
賞
の
部
で
優
勝
に
輝
か
れ
た

長
谷
川
洋
子
さ
ん　
（
60
歳・

石

脇
）
は
、
念
願
の
優
勝
に
歓
喜
の

涙
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

二
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
神
仏
混
交
の

祭
り
「
赤
田
大
仏
ま
つ
り
」（
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
八
月

二
十
二
日
、
本
荘
地
域
の
赤
田
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
に
神

明
社
で
一
夜
を
明
か
し
た
大
仏
の

分
身
で
あ
る
観
音
様
を
、
若
衆
が

み
こ
し
で
担
ぎ
、
獅
子
舞
や
社
切

な
ど
の
奉
納
芸
能
の
行
列
を
な
し

て
長
谷
寺
へ
帰
る
こ
の
祭
り
。
に

ぎ
や
か
な
お
囃
子
に
合
わ
せ
た
舞

や
踊
り
と
と
も
に
み
こ
し
が
奉
納

さ
れ
、
大
勢
の
観
衆
は
ご
神
体
に

手
を
合
わ
せ
五
穀
豊
穣
や
無
病
息

災
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

は
や
し

平成22年９月１日号 広報ゆりほんじょう

　

子
吉
川
水
系
漁
業
協
同
組
合
（
三
浦
勉

組
合
長
）主
催
で
矢
島
町
漁
族
繁
栄
会（
吉

尾
正
憲
会
長
）
運
営
の
「
第
四
十
回
子
吉

川
鮎
釣
り
大
会
＆
矢
口
杯
」
が
八
月
八
日
、

矢
島
地
域
の
坂
之
下
橋
付
近
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
七
十
人

が
鮎
の
釣
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

四
十
回
目
の
今
回
は
、
漫
画
「
釣
り
キ

チ
三
平
」
の
原
作
者
で
漫
画
家
の
矢
口
高

雄
先
生
の
協
力
を
得
て
「
矢
口
杯
」
と
銘

打
っ
て
の
開
催
。
七
日
は
前
夜
祭
と
し
て

「
矢
島
町
鮎
祭
り
」
を
同
地
域
の
日
新
館

で
開
き
、
参
加
選
手
と
家
族
、
地
域
住
民
、

矢
口
先
生
に
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、

大
会
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
「
第
三
十
七
回
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
」
が

八
月
十
六
日
の
夜
、
鳥
海
健
康
広
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
約
三
百
八
十
年
前
、
京
都

か
ら
訪
れ
た
本
海
行
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
と
い
う
本
海
番
楽
（
国
記
録
選
択
無

形
民
俗
文
化
財
）
は
現
在
、
鳥
海
地
域
の

十
三
講
中
が
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
海
番
楽
七
講
中
と
神
楽
獅

子
の
一
保
存
会
、
ま
た
、
特
別
出
演
と
し

て
岩
手
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
幸
田
神
楽
が
演
目
を
披
露
。
か

が
り
火
が
た
か
れ
た
幻
想
的
な
雰
囲
気
の

中
、
伝
統
文
化
の
数
々
と
鳥
海
の
地
に
引

き
継
が
れ
て
き
た
力
強
い
舞
が
観
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

市
戦
没
者
追
悼
式
が
八
月
二
十
日
、
本

荘
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
遺
族
な
ど
四
百

五
十
人
が
参
列
、
先
の
大
戦
の
戦
没
者
を

悼
み
、平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
長
谷
部
市
長
が
「
ふ
る
さ
と

の
家
族
の
行
く
末
を
案
じ
な
が
ら
亡
く
な

ら
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
心
情
と
ご
無
念
に
思

い
を
馳
せ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
」
と
式
辞
。
ま
た
、
市
遺
族
会

の
阿
部
勇
会
長
が
「
平
和
で
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
暮
ら
し
の
中
、
私
た
ち
は
平
和

の
尊
さ
、
有
り
難
さ
、
戦
没
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
対
す
る
哀
惜
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
や
各
遺
族
会
の
代
表
が
慰

霊
塔
に
白
菊
を
献
花
。
合
わ
せ
た
手
に
は
、

終
戦
か
ら
六
十
五
年
が
た
っ
た
今
な
お
消

え
な
い
悲
し
み
と
平
和
へ
の
強
い
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

は



対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦

受
講
期
間
な
ど　

９
月
29
日
、
10
月

　

１
日
、
４
日
、
６
日
、
８
日
の
５

　

日
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

 

（
９
月
29
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

受
講
人
数　

10
人
（
受
講
無
料
、
テ

　

キ
ス
ト
代
は
実
費
）

内
容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
礎
、ワ
ー

　

ド
と
エ
ク
セ
ル
の
入
門
と
活
用

会
場　

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
秋
田
市
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９
月

　

17
日
㈮
ま
で
、
子
育
て
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
１
９

日
時　

９
月
30
日
㈭

　

午
前
９
時　

市
役
所
前
出
発

研
修
先　

山
形
県
酒
田
市
（
相
馬
樓

　

に
て
酒
田
舞
妓
演
舞
鑑
賞
、
お
く

　

り
び
と
ロ
ケ
地
）

参
加
費　

２
千
500
円
（
昼
食
、
鑑
賞

　

券
代
な
ど
）

申
し
込
み　
９
月
16
日
㈭
ま
で
、
各

　

地
区
長
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
９

　

あ
べ
十
全
さ
ん
の
司
会
で
、
東
由

利
特
産
の
フ
ラ
ン
ス
鴨
を
使
っ
た
お

い
し
い
料
理
と
天
鷺
ワ
イ
ン
を
飲
み

な
が
ら
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
出
会

い
の
場
を
つ
く
り
ま
す
。（
協
力・

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
）

日
時　

10
月
９
日
㈯  

午
後
６
時
30

　

分
〜

会
場　

有
隣
館
（
東
由
利
地
域
）

会
費　

男
性
４
千
円
、
女
性
３
千
円

募
集
人
員　

独
身
の
男
女
各
25
人

　

 

（
20
歳
以
上
・
学
生
を
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９
月

　

24
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で
、
東
由

　

利
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

　

会（
東
由
利
総
合
支
所
産
業
課
内
）

　

☎
69―

２
１
１
６

日
時　

９
月
25
日
㈯　

 

午
前
８
時

　

 

（
岩
城
少
年
自
然
の
家
集
合
）

対
象　

登
山
や
自
然
観
察
に
興
味
の

　

あ
る
大
人
（
募
集
人
員
20
人
）

内
容　

鳥
海
山
鉾
立
か
ら
御
浜
ま
で

　

の
登
山
、
自
然
観
察
（
雨
天
時
は

　

仁
賀
保
高
原
の
自
然
観
察
）

参
加
費　

１
千
円（
傷
害
保
険
込
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９
月

　

17
日
㈮
ま
で
、
岩
城
少
年
自
然
の

　

家　

☎
74―

２
０
１
１

営
業
期
間　

12
月
25
日
㈯
〜
平
成
23

　

年
２
月
27
日
㈰

営
業
日　

金
、
土
、
日
曜
の
週
３
日

　

間（
た
だ
し
、１
月
は
毎
日
営
業
）

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

使
用
料
な
ど　

使
用
料
無
料
（
調
理

　

台
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
食
器
類
、

　

無
償
貸
与
し
ま
す
）

※

食
堂
経
営
に
要
す
る
光
熱
水
費
は

　

経
営
者
負
担
と
な
り
ま
す

応
募
資
格　

米
飯
、
麺
類
の
提
供
が

　

で
き
る
方
／
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン

　

な
ど
を
営
業
ま
た
は
業
務
経
験
者

提
出
書
類　

申
込
調
書
、
納
税
証
明

　

書
（
市
税
、
所
得
税
）、
営
業
許

　

可
証
（
写
）、
メ
ニ
ュ
ー
料
金
表

募
集
期
間　

９
月
10
日
㈮
〜
30
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海

　

総
合
支
所
産
業
課　

商
工
観
光
班

　

☎
57―

２
２
０
５

　

 

「
要
約
筆
記
」
と
は
、
話
し
手
の

内
容
の
要
点
を
つ
か
み
、
筆
記
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
内
容
を
伝

達
す
る
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報

保
障
の
ひ
と
つ
で
す
。

日
時　

10
月
２
日
㈯
〜
12
月
11
日
㈯

　

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
計
10
回
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 

（
上
大
野
）

対
象　

要
約
筆
記
者
を
目
指
す
方

　

 

（
定
員
10
人
）

※

受
講
無
料
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で

　

き
る
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９
月

　

24
日
㈮
ま
で
、
福
祉
支
援
課　

☎

　

24―
６
３
１
４

開
催
日　

10
月
30
日
㈯
〜
11
月
１
日

　

㈪
会
場　

鶴
舞
会
館

※

開
催
要
項
、
出
品
申
込
書
な
ど
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

【
本
荘
由
利
発
明
工
夫
展
】

募
集
部
門　

発
明
工
夫
の
部
、
特
許

　

の
部
、
廃
品
利
用
の
部

対
象　

市
内
在
住
の
方
、学
生
、生
徒
、

　

児
童
、
教
職
員

締
め
切
り　

10
月
８
日
㈮

【
市
工
芸
品
展
】

募
集
作
品　

一
般
工
芸
品
、
木
工
品
、

　

手
芸
品
、
機
械
金
属
品

対
象　

市
内
在
住
で
本
人
が
今
年
度

　

中
に
製
作
し
た
も
の
（
他
の
催
し

　

物
に
出
品
し
た
も
の
は
不
可
）

締
め
切
り　

10
月
６
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

商
工

　

振
興
課　

☎
24―

６
３
７
２
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　ご家庭から排出される「生ごみ」は、ごみ全
体の約50％を占めます。生ごみ自体は約80％
が水分。家庭からのごみを減らすには、生ごみ
の水分の減量が不可欠です。
　段ボール箱を利用した生ごみの堆肥化活動を
行っている「コンポストみなおし隊」隊長の高
橋陽子さん（能代市）を講師に迎え、水分を減
らしながら、生ごみを簡単に堆肥化する方法を
講演と模擬実習を交え、ご紹介します。

会場　市民交流学習センター（上大野）
　参加していただいた方には、段ボール箱・床
材（微生物の入った土）・温度計・移植ベラを
無償で差し上げます。参加人数に限りがありま
すので、お申し込みはお早めにお願いします。
申し込み・問い合わせ先

土中の温度により発酵
（堆肥化）の進み具合
が確認できます

　

市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
、

 

「
か
し
わ
温
泉
」
の
管
理
代
行
を
行

う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
期
間　

〜
10
月
20
日
㈬

公
募
参
加
申
込
書
の
提
出　

10
月
１

　

日
㈮
ま
で

※

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課
観
光

　

施
設
班　

☎
24―

６
３
７
６

　

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
に
備

え
付
け
の
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（※

県
緊
急
雇
用
創
出
臨
時

対
策
基
金
事
業
）

【
鶴
舞
温
泉 

サ
ー
ビ
ス
係
員
補
助
】

募
集
人
員　

１
人

雇
用
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成
23
年

　

３
月
31
日

勤
務
内
容　

フ
ロ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
、

　

客
室
、
浴
場
の
点
検
・
清
掃
な
ど

勤
務
時
間　

週
29
時
間
（
２
交
代
制

　

勤
務
）

応
募
方
法　

９
月
10
日
㈮
ま
で
、
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
で
発
行
す
る
紹

　

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務

　

課　

☎
24―

６
２
１
６

　

来
年
４
月
か
ら
の
約
２
年
間
、
実

習
や
講
義
を
通
じ
て
農
業
経
営
に
必

要
な
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

研
修
コ
ー
ス
（
研
修
先
）　

作
物・

　

野
菜
・
花
き
（
農
業
試
験
場
）
／

　

酪
農
・
肉
用
牛
（
畜
産
試
験
場
）

　

／
り
ん
ご
・
な
し
・
ぶ
ど
う
（
果

　

樹
試
験
場
）
／
花
き
（
花
き
種
苗

　

セ
ン
タ
ー
）

応
募
資
格　

農
協
組
合
長
ま
た
は
学

　

校
長
な
ど
の
推
薦
が
得
ら
れ
、
次

　

の
①
、 

②
の
要
件
を
満
た
す
方　

　

①
研
修
修
了
後
、
確
実
に
県
内
で

　

就
農
で
き
る
方
／
②
応
募
時
点
で

　

年
齢
が
40
歳
未
満
の
方

そ
の
他　

○
募
集
人
員
に
は
制
限
が

　

あ
り
ま
す
／
○
書
類
審
査
、
面
接

　

試
験
が
あ
り
ま
す
／
○
研
修
期
間

　

中
は
月
額
７
万
５
千
円
の
奨
励
金

　

が
支
給
さ
れ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

10
月

　

中
旬
ま
で
、
農
業
振
興
課　

☎
24

　

―

６
３
５
４
、
ま
た
は
各
総
合
支

　

所
産
業
課
、
県
由
利
地
域
振
興
局

　

普
及
指
導
課　

☎
24―

８
３
５
４

日
時　

９
月
23
日（
木
・
秋
分
の
日
）

　

午
前
６
時
30
分
〜
10
時
30
分
（
小

　

雨
決
行
、悪
天
候
の
場
合
は
中
止
）

釣
り
場　

子
吉
川
由
利
橋
か
ら
河
口

　

ま
で
の
区
域

参
加
料　

200
円
（
船
釣
り
を
希
望
す

　

る
方
は
400
円
、
と
も
に
保
険
料
含

　

む
）

賞
品　

上
位
の
方
に
賞
品
、
そ
の
ほ

　

か
特
別
賞
も
あ
り　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９
月

　

15
日
㈬
ま
で
、
市
内
各
釣
具
店
、

　

ま
た
は
大
会
事
務
局　

佐
々
木
さ

　

ん　

☎
23―

３
７
８
４

平成22年９月１日号平成22年９月１日号平成22年９月１日号 広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

①パキスタン洪水災害
②中国豪雨災害
　募集期間は、 ①９月17日㈮
　まで、 ②９月30日㈭まで

　秋田銀行、北都銀行の各店に
救援金専用の振込用紙が備えら
れています（振込手数料無料）。
　郵便振替でも取り扱っていま
す。詳しくは郵便局窓口にてお
問い合わせください。また、日
本赤十字社窓口（市役所福祉支
援課、各総合支所市民福祉課）
でも受け付けています。
問い合わせ先
　福祉支援課　☎24－6315

　 　

地
域
の
活
力
増
進
と
連
帯
感
の
創
出
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
効

果
が
期
待
さ
れ
る
「
文
化
・
交
流
事
業
」「
観
光
事
業
」「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
な
ど
、
特
色
あ
る
事
業
を
市
民
団
体
な
ど
が
実
施

す
る
場
合
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
所
定
の
「
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
」
事
業
要
望
書
を
各
地
域
の
総
合
支
所
振
興
課
（
本

荘
地
域
は
地
域
振
興
課
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
援
対
象
事
業
（
平
成
23
年
４
月
〜
24
年
３
月
ま
で
の
事
業
）

　

地
域
住
民
が
連
携
し
、
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う
「
地
域
づ
く
り

　

活
動
・
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
額　

補
助
対
象
事
業
費
の
９
／
10
以
内（
限
度
額
50
万
円
、

　

た
だ
し
予
算
の
定
め
る
範
囲
内
）。
国
や
県
の
補
助
金
を
併
用
す
る

　

場
合
は
、
補
助
対
象
事
業
費
か
ら
国
・
県
補
助
金
を
差
し
引
い
た

　

対
象
事
業
費
の
９
／
10
以
内
と
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
決
定　

提
出
さ
れ
た
「
事
業
要
望
書
」
を
各
地
域
協
議

　

会
の
意
見
を
基
に
し
て
、
公
益
性
、
具
体
性
、
費
用
の
妥
当
性
な

　

ど
を
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

〜
９
月
30
日
㈭
ま
で

　県からの権限移譲により、10月１日か
ら旅券の申請・受領の窓口が市役所市民
課（本庁舎１階）になります。手続き方
法や手数料などに変わりはありませんが、
県由利地域振興局と県庁の旅券窓口での
手続きは原則できなくなります。
◆申請できる方　○日本国籍があり、本市
　に住民登録されている方／○本市にお住
　まいの学生や単身赴任の方（居所申請）
※９月30日までに県由利地域振興局で申
　請した旅券は10月１日以降も同局での
　交付となります
◆問い合わせ先　
　市民課　旅券窓口　☎24－6243



日
時　

９
月
11
日
㈯　

午
後
２
時
30

　

分
〜

会
場　

に
か
ほ
市
象
潟
町
小
滝　

金

　

峰
神
社
境
内
（
奈
曽
の
白
滝
）

内
容　

本
市
鳥
海
地
域
の
「
本
海
番

　

楽
」
の
ほ
か
、
９
演
目

問
い
合
わ
せ
先　

に
か
ほ
市
教
育
委

　

員
会
文
化
財
保
護
課
（
象
潟
郷
土

　

資
料
館
内
）　

☎
43―

２
０
０
５

日
時　

９
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
〜

　

午
後
３
時

会
場　

秋
田
駅
前　

ア
ゴ
ラ
広
場

内
容　

 

「
よ
い
子
の
落
書
き
バ
ス
」

　

の
制
作
・
展
示
、
バ
ス
グ
ッ
ズ
チ
ャ

　

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

教
室
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
各
種

　

出
店
で
の
格
安
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
秋
田
県
バ
ス
協

　

会　

☎
０
１
８―

８
６
３―

５
３

　

４
９
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東
証
の
森
講
演
会　

13
時
〜
14
時
30
分

ア

総公

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
年
金
友
の
会
総
会　

９
時
30
分
〜
17
時
30
分

第
15
回
ア
イ
・
ア
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
絵
画
展
（
〜
20
日
）（
場
所
・
文
化
会
館
地
階
）

　
　
　
　
　
　
　 　 　
９
時
〜
17
時
（
17
日
は
13
時
〜
、
20
日
は
16
時
ま
で
）

文文

第
38
回
科
学
作
品
展
（
〜
12
日
） （
場
所
・
文
化
会
館
地
階
）　

９
時
〜
17
時

文

芸
術
鑑
賞
教
室
「
奇
跡
の
人
」（
中
学
校
の
部
）
９
時
30
分
〜
11
時

文

芸
術
鑑
賞
教
室
「
奇
跡
の
人
」（
中
学
校
の
部
）

　
　

 

①
９
時
30
分
〜
11
時　

②
13
時
30
分
〜
15
時
文

第
57
回
は
ぜ
釣
り
大
会　

６
時
30
分
〜　

参
加
料
あ
り
ア

 「
夏
の
花
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
展
」（
〜
10
月
３
日
）
ア 公

 

市
民
講
座
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

 

（
場
所
・
本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）　

13
時
30
分
〜
15
時

公

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」（
場
所
・
文
化
会
館
地
階
）　

10
時
〜
正
午

由
利
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

14
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
　

  　
（
13
時
30
分
開
場
）　

入
場
料
あ
り

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会　

13
時
30
分
〜　

登
録
料
あ
り

文ア 公

市
民
講
座
「『
思
い
や
り
』
の
力
」

 

（
場
所
・
本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）　

13
時
30
分
〜
15
時

芸
術
鑑
賞
教
室
「
走
れ
メ
ロ
ス
」（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

　
　
　

 
①
９
時
30
分
〜
10
時
50
分　

②
13
時
30
分
〜
15
時

第
20
回
県
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個
人
戦
市
大
会　

８
時
〜
17
時

文総

ぽ
ぽ
ろCUP

2010　for boy

（
〜
19
日
）　

８
時
〜
21
時
（
19
日
は
18
時
ま
で
）
総

〝
肝
ガ
ン
撲
滅
運
動
〞 

由
利
本
荘
地
区
市
民
公
開
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

14
時
〜
16
時
（
13
時
30
分
開
場
）

本
荘
由
利
中
学
校
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

 

（
〜
26
日
）　

８
時
〜
21
時
（
26
日
は
19
時
ま
で
） 文総

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室　

13
時
〜
16
時　

参
加
料
あ
り

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

13
時
30
分
〜
16
時

アア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

休
館

総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

休
館

総

第
23
回
鈴
木
ピ
ア
ノ
教
室
チ
ャ
リ
テ
ィ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
17
時
（
12
時
30
分
開
場
）

第
31
回
市
民
ボ
ー
ト
大
会
「
子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
2010
」　

８
時
〜

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」　

９
時
〜
15
時

第
１
回
秋
田
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会　

８
時
〜
21
時

文ア ア総

シ

○９月の各館行事カレンダー

10日㈮

本荘図書館

○企画展示

※本荘図書館は19日㈰、20日㈪、23日㈭～ 30日㈭は蔵書整理のため休館と
　なります    

11日㈯

山形県鶴岡市鶴岡公園内に今
春開館した「藤沢周平記念館」
を訪ねます。
お申し込みは９月３日㈮から、
本荘図書館へ（☎22－4900）

18日㈯

絵本の読み聞かせ・工作ほか
　出演：ゆりかごの会
絵本の読み聞かせ・紙芝居・お話玉手箱
　出演：ひだまり

(本)おはなし会
　　　　　　　　午後２時～

絵本の読み聞かせほか
　出演：ゆりかごの会

(本)えほんでこんにちは
　　　　　　　　午後２時～

絵本の読み聞かせほか
　出演：星のひとみ

(岩)おはなし会
　　　　　　午後３時30分～

(矢)よみきかせ会
　　　　　  午前10時～ 11時

絵本の読み聞かせ・紙芝居・お話玉手箱
　出演：ひだまり

(由)９月の読みきかせ会
　　　　　　午後２時～３時　

絵本の読み聞かせ・紙芝居ほか
　出演：すずめの巣

(出)おはなしのへや
　　　　　　午前10時30分～　25日㈯

29日㈬

「藤沢周平」特集（文学散歩にちなんで）　（一般閲覧室）
「けいろうの日、おじいちゃん・おばあちゃんの本」（児童閲覧室）

(本)文学散歩
　　「藤沢周平記念館」を訪ねて
　　午前８時　本荘図書館出発
　　参加費　2,500円
　　　　（入館料、昼食含む）
　　募集人員　先着30人

岩城図書館 作家「林真理子」特集・「ダイエット」特集 
今月の絵本「安房直子」

由利図書館 ｢話題の主婦作家特集｣・「絵本作家　木村裕一／きむらゆういち」特集

　

県
内
各
市
町
村
で
今
、

最
も
ア
ツ
い
イ
チ
押
し
を

屋
台
で
紹
介
す
る
「
イ
チ

押
し
屋
台
村
」
で
の
展
示

・

販
売
（
本
市
か
ら
は
花

立
牧
場
工
房
ミ
ル
ジ
ー
の

移
動
販
売
車
）
や
特
設
「
元

気
ス
テ
ー
ジ
」
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
能
代
北

高
書
道
ガ
ー
ル
ズ
、
龍
神

太
鼓（
仙
北
市
）ほ
か
）な
ど
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
皆
さ
ん

の
力
を
借
り
て
、
秋
田
を

元
気
に
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

秋
田
放
送
局
ハ
ー
ト
プ

　

ラ
ザ　

☎
０
１
８―

８

　

２
５―

８
１
１
１

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時
・
場
所　

９
月
２
日
㈭
・
９
日

　

㈭
・
16
日
㈭　

午
後
１
時
15
分
〜

　

５
時
・
市
役
所
市
民
相
談
室

日
時
・
場
所　

９
月
26
日
㈰　

午
前

　

９
時
〜
正
午
・
市
役
所
附
属
会
館

　

２
階
１
号
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

９
月
８
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

市
役
所
５
階　

第
５
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

市
役
所
市
民
相
談
室

※

以
上
の
相
談
の
ほ
か
に
は
、
市
民

　

課
市
民
相
談
室
と
各
総
合
支
所
市

　

民
福
祉
課
の
職
員
が
対
応
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５
１

　

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
―
。
相
談

は
県
民
安
全
セ
ン
タ
ー
「
＃
９
１
１

０
」
ま
た
は
「
０
１
８―

８
６
４―

９
１
１
０
」、
由
利
本
荘
警
察
署
「
23

―

４
１
１
１
」
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
11
日
㈯　

午
後
１
時
30

　

分
〜
５
時

会
場　

ジ
ョ
イ
ナ
ス
（
秋
田
市
）

内
容　

 

「
成
年
後
見
制
度
の
概
要
と

　

事
例
お
よ
び
後
見
人
の
職
務
」
に

　

つ
い
て
の
公
開
講
座
と
講
座
終
了

　

後
、
相
談
会
（
事
前
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

司
法
書
士　

小
玉

　

久
則
（
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
あ
き

　

た
広
報
委
員
長
）　

☎
０
１
８―

　

８
４
６―

７
１
７
３

日
時　

９
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
〜

　

４
時
（
予
約
制
）

会
場　

市
役
所
５
階　

第
６
会
議
室

　

相
談
員　

知
財
専
門
家　

石
川
順

　

三
さ
ん

内
容　

特
許
（
発
明
）、
実
用
新
案
、

　

意
匠
、
商
標
な
ど
、
ど
ん
な
疑
問

　

や
ご
相
談
に
も
お
答
え
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
発

　

明
協
会
秋
田
県
支
部　

☎
０
１
８

　

―

８
２
４―

４
２
８
２

　

９
月
６
日
㈪
か
ら
、
秋
田
地
方
法

務
局
で
発
行
す
る
不
動
産
登
記
の
登

記
事
項
証
明
書
、
閉
鎖
登
記
事
項
証

明
書
、
登
記
事
項
要
約
書
の
様
式
が

Ａ
４
判
「
よ
こ
型
」
か
ら
「
た
て
型
」

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務
局

　

総
務
課
庶
務
係　

☎
０
１
８―

８

　

６
２―

６
５
３
１

日
時　

９
月
26
日
㈰　

午
後
２
時
30

　

分
〜
５
時
30
分　

※

参
加
無
料

会
場　

秋
田
市
文
化
会
館

内
容　

松
浦
大
悟
参
議
院
議
員
に
よ

　

る
講
演
「
今
、
政
治
の
現
場
で
は
」、

　

歯
学
博
士
で
新
宿
ア
ル
プ
ス
歯
科

　

・

寺
川
國
秀
理
事
長
に
よ
る
講
演

　

 

「
噛
む
力
が
健
康
長
寿
の
基
本
」

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
県
歯
科
技
工
士

　

会
事
務
局　

☎
０
１
８―

８
９
２

　

―

２
４
４
７

　

県
内
の
天
文
愛
好
家
の
所
有
す
る

望
遠
鏡
が
30
台
ほ
ど
集
ま
り
ま
す
。

月
明
か
り
も
な
く
、
天
体
観
察
に
も

好
条
件
で
す
。
こ
の
機
会
に
美
し
い

秋
田
の
星
空
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
４
日
㈯　

午
後
７
時
〜

　

開
会
式

会
場　

南
由
利
原
高
原　

コ
ス
モ

　

ワ
ー
ル
ド
周
辺

※

雨
天
曇
天
時
も
開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

　

ン
グ
in
あ
き
た
実
行
委
員
会
（
金

　

実
行
委
員
長
）　

☎
０
９
０―

２

　

３
６
１―

３
５
０
６

　

秋
田
民
謡
の
伝
承
と
普
及
、
地
域

の
活
性
化
と
芸
術
文
化
向
上
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
開
演

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

 

（
大
内
地
域
）

内
容　

大
賞
、
高
齢
、
年
少
（
小・

　

中
学
生
）
の
三
部
門
に
よ
り
日
ご

　

ろ
か
ら
鍛
え
ら
れ
た
自
慢
の
の
ど

　

を
競
い
ま
す

※

当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
300
円
で
販
売
し

　

ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会
事
務

　

局
（
大
内
教
育
学
習
課
内
）　

☎

　

65―

２
２
１
０

日
時　

９
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜

　

午
後
３
時
30
分

会
場　

道
の
駅
「
岩
城
」
ふ
れ
あ
い

　

交
流
広
場
、
道
川
漁
港

内
容　

安
倍
里
葎
子
ラ
イ
ブ
、
笑
太

　

夢
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー（
午
後
２
時
〜
）

　

を
メ
イ
ン
に
、
釣
り
大
会
（
参
加

　

料
100
円
・
申
し
込
み
必
要
）、
漁

　

船
へ
の
無
料
乗
船
体
験
、
フ
リ
ー

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
大
抽
選
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会
事
務

　

局
（
岩
城
総
合
支
所
産
業
課
内
）

　

☎
73―

２
０
１
４

平成22年９月１日号平成22年９月１日号平成22年９月１日号 広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

第
36
回
市
職
場
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

８
時
〜
17
時
総

第
33
回
本
荘
陶
芸
ク
ラ
ブ
作
陶
展
（
〜
７
日
）

　
（
場
所
・
文
化
会
館
地
階
）　

９
時
〜
19
時

　
　
　
　

 

（
５
日
は
10
時
〜
、
７
日
は
18
時
ま
で
）

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

13
時
45
分
〜
16
時　

参
加
料
あ
り

ス
ポ
少
種
目
別
交
流
会
（
卓
球
）　

８
時
〜
18
時

文ア総 し
ょ
う
た
い

む
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■「西目ふるさと再発見」講座を開催
日時　９月22日㈬、29日㈬、10
　月６日㈬　午前10時～11時30
　分、13日㈬（現場学習）　
　午前９時～11時30分
会場　西目公民館シーガル
申し込み・問い合わせ先　９月　
　15日㈬まで、西目公民館シー
　ガル（☎33－2315）
■保健センターからのお知らせ
①９月の集団指導室　開放日 
　広いスペースで親子のふれあい
をおもいっきり楽しんでください。
開放日時　14日㈫、17日㈮、24
　日㈮の午前９時～11時30分
②保健センター健康相談
時間　午前９時～11時30分
【母子相談日】　９月14日㈫
　お子さんの成長発達や健診・予
防接種・病気のことなど
【一般相談日】　９月17日㈮
　あなたや家族の健康状態、悩み
ごとなどをご相談ください
③「かしわ温泉」健康相談 
日時　９月16日㈭　午前10時～
問い合わせ先　西目保健センター
　　　　　　　 （☎33－3983）

　

市
塗
装
組
合
（
加
入
26
社
、

荘
司
金
一
組
合
長
）
と
市
塗
装

工
業
組
合
（
加
入
13
社
、
同
）

が
八
月
二
十
一
日
、
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
「
本
荘
マ

リ
ー
ナ
海
水
浴
場
管
理
棟
」
を

塗
装
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
で
の
作
業
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■本荘中央児童館「ミニ運動会」
日時　９月11日㈯　午前10時～
　11時30分
会場　本荘中央児童館
内容　宝ボウリング、三色オセロ、
　色別リレーほか（参加無料）
持ち物　賞品を入れる手さげ袋
問い合わせ先　本荘中央児童館
　　　　　　　　（☎22－3489）
■本荘生涯学習創作展の作品募集
対象　生涯学習活動で制作した作品
展示期日　10月23日㈯～24日㈰
会場　本荘文化会館地階会議室
申し込み・問い合わせ先　９月30
　日㈭まで、生涯学習課（☎24
　－6284）
■アクアパルからのお知らせ
①「カヌー教室」に参加しませんか
日時　９月26日㈰　午後１時～４時
会場　子吉川（アクアパル集合）
対象　小学校３年生以上（小学生
　は保護者同伴）　
定員　先着20人
参加料　500円（保険料）
持ち物　タオル、着替え
申込期限　９月24日㈮

②フリーマーケット「水辺のまち市場」
日時　９月12日㈰　午前９時～
　午後３時（雨天時中止）
会場　アクアパル南側正面広場・
　屋外35区画（１区画＝約１坪）
内容　不用になった日用雑貨、衣
　類、書籍など（出店料無料）　
申込期限　９月９日㈭

③フィットネスジム登録講習会
日時　９月19日㈰　午後１時30分～
会場　アクアパル
定員　先着20人
年会費　一般＝3,150円、学生＝
　1,575円（ともに税込み）
※事前に電話などで申し込みください
④中秋の名月に集う「月見の宴」
　中秋の名月を見ながら、秋の夜
長を歌と踊りで心と体を癒しませ
んか。女性合唱団による合唱、舞
踊や尺八などの演奏を行います。
日時　９月22日㈬　午後６時開演
会場　子吉川「せせらぎパーク」
　河川敷（本荘第一病院裏）
※雨天の場合は中止とします
問い合わせ先　アクアパル
　　　　　　　　（☎22－5611）
■本荘公民館からのお知らせ
①市民講座を開催します（入場無料）
日時　９月21日㈫　午後１時30
　分～３時
会場　本荘勤労青少年ホーム
演題　成年後見制度について
講師　秋田地方法務局
　本荘支局長　加藤孝夫さん
定員　先着30人
②「史跡探訪」参加者募集！
日時　10月２日㈯　午前９時～
　午後３時
内容　本荘公民館発着のバスで、
　森子大物忌神社（由利）と矢島
　郷土文化保存伝習施設、木境大
　物忌神社（矢島）を見学
※昼食は各自ご持参ください
対象　市内在住の20～80歳まで
　の方で、定員25人
申し込み　９月21日㈫までの平
　日午前９時～午後５時
申し込み・問い合わせ先　本荘公
　民館（☎22－0900）

８月15日号本紙７㌻『「特定計量器」の定期検査を実施します』中、９月３日㈮
の実施場所は「西目総合支所」の誤りです。おわびして訂正します。

日時　９月12日㈰　午前９時～
会場　道の駅「にしめ」
内容　○健康チェックコーナー
　　　○生活習慣病予防コーナー
　　　○手作りおやつ試食コーナー
　　　○はつらつちびっこの写真展示
問い合わせ先 
　西目保健センター（☎33－3983）

■「ふれあい保育」に遊びにきてね
　西目保育園で、今月は「あつま
れ！歌あそび」を行います。
日時　９月15日㈬　午前９時30
　分～10時30分
対象　０～３歳の未就園児と保護者
問い合わせ先　西目保育園
　　　　　　　　（☎33－2022）

■公共施設休館日（９月）
日新館　19日㈰
青少年ホーム　11日㈯の夜間、
　12日㈰、日曜・祝日の夜間
▷矢島教育学習課（☎56－2203）
寿康苑　５日㈰、13日㈪、19日㈰、
　27日㈪
　　　　▷寿康苑（☎56－2940）
福祉会館　26日㈰
　　　▷福祉会館（☎56－2205）
■保健師による「寿康苑」健康相談
日時　９月21日㈫　午前９時30
　分～11時
※新荘方面の送迎の日です
問い合わせ先　寿康苑
　　　　　　　　（☎56－2940）

■「陶芸教室」を開催します
　①土練り、 ②成形、 ③うわぐす
り、 ④完成披露
日時　【夜の部】午後６時～９時…
　①10月22日 ㈮、 ②23日 ㈯、 ③
　11月13日㈯、 ④20日㈯／【昼
　の部】午前10時～午後４時…
　①10月24日 ㈰、 ②25日 ㈪、 ③
　11月14日㈰、 ④21日㈰　
会場　東由利陶芸工房（道の駅東由利裏）
対象　中学生以上
定員　各部とも先着15人
参加料　一般1,500円、中高生500円
申し込み・問い合わせ先　
　東由利教育学習課（☎69－2310）

平成22年９月１日号 広報ゆりほんじょう

　10月１日から使用する新しい保険証（国民健康保険被保険者証）は、９
月中旬以降、順次ご自宅へ配達いたします。
　有効期限の切れた保険証はハサミなどで裁断し、破棄してください。

　
　ただし、次に該当する方は有効期限が以下のとおりとなります。
○有効期限前に「75歳の誕生日」を迎える方
　→誕生日の前日が有効期限となります。誕生日から「後期高齢者医療制
　　度」に変わります（誕生日前に後期高齢者の保険証が送付されます）。
○「退職被保険者証（薄藍色）」が送付された方で、平成23年９月１日以
　前に「65歳の誕生日」を迎える方
　→誕生月の末日（１日生まれの方は誕生日前日）が有効期限となります。
　　後日「一般被保険者証」が送付されます（被扶養者も同様）。

　
　社会保険などへ加入したときは、新しい保険証と国保の保険証を持参の
上、資格喪失の届け出をお願いします。転出・転居の際は、異動した方の
保険証を、また、世帯主の変更の際は世帯全員の保険証を市民課または各
総合支所市民福祉課へご持参ください。

　
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品と
同等の効能効果を持つ医薬品で、費用が安く済みます。このカードを医療
機関や薬局に提示することで、相談にのってもらうことができます。

　
　保険証の様式が変わり「臓器提供に関する意思表示欄」を設けることに
なりましたが、本年度の保険証には意思表示欄がありません。このシ－ル
を貼ることで意思表示を行うことができます。
※「ジェネリック医薬品希望カード」「臓器提供意思表示シール」をご希
　望の方は市民課または各総合支所市民福祉課へおいでください

◆「救急車」の適正な利用を！
　本当に救急車を必要としている方を救うため、大切な命を救うために適
正利用にご協力をお願いします。本市の救急出動件数は年間約2,700件。
10年前の1.5倍に増えています。
◆早い「119番通報」を！
　急に意識がなくなったり、呼吸が止まって
しまったときはもちろん、意識がもうろうとしたり、胸や息が苦しいとき
などには、119番に通報して救急車をすぐに呼ぶ必要があります。119番通
報は「どこで、誰が、どうしたのか」を落ち着いて伝えてください。
◆「応急手当て」を身につけよう！
　救急隊が到着するまで、平均６～７分かかります。それまでそばに居合
わせた人が救命手当てを行うことで、大切な命を救うことができる可能性
があります。救命講習会を受講して、 ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使
用方法や応急手当てを身につけましょう。
◆問い合わせ先　市消防本部　救急課（☎22－4282）

市民課国保年金班（☎24－6245）、各総合支所市民福祉課

　芝の張り替えと橋補修工事のため、９月３日㈮から（11月５日㈮まで）ご利用になれません。

　祓川の木道の一部を工事するため、９月上旬から下旬にかけて一部片側通行となります。※ご不便、ご迷惑をおかけします　が、ご理解とご協力をよろしく　お願いいたします問い合わせ先　矢島総合支所産業　課（☎55－4953）
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日時　10月９日㈯
　　　午前10時～午後１時
場所　鶴舞会館１階調理室・
　第２講習室
内容　高齢者向けの食事作り
　の工夫、講話と調理実習
持ち物　エプロン、三角巾
参加費　無料　※先着20人
問い合わせ　市社会福祉協議
　会　本荘支所☎24－2911

７月２日㈮

３日㈯
５日㈪
６日㈫

７日㈬

８日㈭
９日㈮
11日㈰

13日㈫

14日㈬
15日㈭
16日㈮
17日㈯
18日㈰
21日㈬
22日㈭

23日㈮

24日㈯
25日㈰

26日㈪

28日㈬
30日㈮

31日㈯

国道107号整備促進期成同盟会・秋田県国道108号鳥海ライン整備促進期成同盟会合同総会
産業振興講演会・交流会
㈳大倉沢報徳社創立百周年記念式典・祝賀会
あきたリッチセミナー in NAGOYA （名古屋市）
企業訪問（名古屋市）
「レジ袋の削減に向けた取り組みに関する協定」に係る寄付金贈呈式
「暮らしの便利帳」発刊式、市青少年ハンガリー友好交流訪問団結団式
市と市議会との合同要望（市内・秋田市）
市議会臨時会、旧藩祭「交歓の夕べ」・「宵宮」
岩野目沢町内会市政座談会・懇親会
ハンガリー大使館表敬訪問（東京都）
都市と観光に関する研修会（東京都）、過疎関係都市連絡協議会総会（東京都）
総務省要望（東京都）、全国市長会理事・評議員合同会議（東京都）
市婦人問題研究集会、台湾旅行エージェントとの商談会・交流懇親会
北内越地区老人クラブ連合会研修会交流会
本荘マリーナ海水浴場クリーンアップ
市消防訓練大会、葛岡町内会講演会・懇親会
市と市議会との合同要望（東京都）
市と市議会との合同要望（仙台市）
外国人誘致モニター委嘱状交付式
小友クリーンセンター通水式・通水祝賀式・祝宴
由利本荘市・にかほ市医療行政懇談会・懇親会
由利本荘500歳野球大会開会式
芋川まつり
由利本荘市・にかほ市消防広域化協議会設立総会・第１回協議会
市建築士事務所協会総会懇親会
ＪＡ秋田しんせい役員との懇談会
全国高校総体ソフトボール競技開会式視察（沖縄県）
全国高校総体ソフトボール競技観戦・サッカー競技開会式視察（沖縄県）
全国高体連ソフトボール専門部都道府県委員長会議（沖縄県）

支出額件　　　数
合　計 84,000５　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
７月２日　

２日　
３日　
４日　
４日　
６日　
９日　
11日　
13日　
13日　
15日　
16日　
18日　
18日　
23日　
23日　
25日　
26日　
29日　
30日　
31日　
31日　
31日　

合　計

5,000
6,615
3,380
10,000
5,000
5,000
3,000
3,100
5,000
8,189
5,000
3,380
3,380
3,360
2,000
2,000
8,925
5,000
5,000
10,500
5,000
12,000
3,380

123,209

産業振興講演会交流会会費
産業振興講演会講師　嵯峨宏英氏へ特産品お土産
㈳大倉沢報徳社創立百周年記念祝賀会へお祝い
生駒重孝氏旭日双光章受章記念祝賀会会費（藤原副市長代理出席）
今野忠氏藍綬褒章受章祝賀会会費（村上副市長代理出席）
秋田銀行本荘支店長歓送迎会へ寸志（村上副市長代理出席）
旧藩祭「交歓の夕べ」会費
岩野目沢町内会市政座談会懇親会へ寸志
北都銀行本荘支店長歓送迎会へ寸志（藤原副市長代理出席）
ハンガリー大使館表敬訪問時　特産品お土産
台湾旅行エージェントとの商談会交流懇親会会費
北内越地区老人クラブ連合会研修会交流会へ寸志
子吉川いかだ下り大会懇親会へ寸志（商工観光部政策監代理出席）
葛岡町内会講演会懇親会へ寸志
小友クリーンセンター通水祝賀式祝宴会費
由利本荘市・にかほ市医療行政懇談会懇親会会費
ハンガリー訪問団　バーツ市長へ特産品お土産
市建築士事務所協会総会懇親会へ寸志
由利本荘・にかほ北都会懇親会へ寸志（藤原副市長代理出席）
沖縄高校総体視察時　うるま市長・北谷町長へ特産品お土産
由利高校バレーボール部インターハイ出場記念祝賀会へお祝い（スポーツ課長代理出席）
長野県上田市訪問団　昼食賄い代
矢島カップMt．バイシクルクラシック大会役員懇談会へ寸志（藤原副市長代理出席）

23　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
７月２日　

２日　
合　計

5,000
5,000
10,000

産業振興講演会交流会会費（村上副市長）
産業振興講演会交流会会費（藤原副市長）

２　　　件

　丈夫な骨で元気に充実した
生活を過ごすために、骨粗
しょう症の予防法について楽
しく学んでみませんか。
日時　９月14日㈫　午後１
　時～１時20分受け付け
　（終了予定は午後３時40分）
場所　本荘保健センター２階
内容　骨粗しょう症予防のた
　めの食事、運動（講話と軽
　体操）
講師　フリートレーナー
　　　　坂本　裕子 先生
申し込み・問い合わせ
　本荘保健センター

☎22－1834

　どなたでもお気軽においで
ください。（参加無料）
日時　９月22日㈬
内容・時間
　・健康相談
　　午前９時30分～10時
　・自宅でできる軽体操
　　　午前10時～11時
場所　鶴舞温泉中広間
問い合わせ　本荘保健センター

☎22－1834

野
国
北
谷
町
長
と
懇
談
（
30
日
）

野
国
北
谷
町
長
と
懇
談
（
30
日
）

第１回協議会
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※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。
※本荘地域と西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
※事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください。

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
２日㈭

７日㈫

８日㈬

13日㈪
14日㈫
15日㈬
21日㈫
28日㈫
29日㈬
30日㈭

岩城・大内
矢島・鳥海
由利・東由利
本荘・西目
岩城・大内
本荘・西目
矢島・鳥海
本荘・西目
由利・東由利
矢島・鳥海
本荘・西目
本荘・西目

４・７・10カ月児健診
１歳６カ月児健診
３歳児健診
１歳６カ月児健診
３歳児健診
２歳児歯科健診
２歳児歯科健診
３歳児健診
４・７・10カ月児健診
４・７・10カ月児健診
４カ月児健診
10カ月児健診

平成21年10月、22年１月・４月生まれ
平成20年12月、21年１月・２月生まれ
平成19年１月・２月・３月生まれ
平成21年２月生まれ
平成19年１月・２月・３月・４月生まれ
平成20年６月生まれ
平成20年４月・５月・６月・７月生まれ
平成19年３月生まれ
平成21年11月、22年２月・５月生まれ
平成21年11月、22年２月・５月生まれ
平成22年５月生まれ
平成21年11月生まれ

12：40～13：10
13：00～13：15
12：45～13：00
13：00～13：30
12：40～13：00
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30
12：45～13：00
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：30

大内保健センター
矢島保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
大内保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター

※成分献血は１時間ほどの時間がかかりますので、事前に予約をお願いしています。予約・
　問い合わせは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお願いします。

日 実　施　場　所受付時間 備　　考
６日㈪

16日㈭

22日㈬

23日㈭

由利本荘医師会病院
由利地域振興局福祉環境部（由利本荘保健所）
由利福祉保健センター
大内総合支所
ＴＤＫ羽後㈱大内工場

マックスバリュ本荘店（不動産フェア）

14：00～15：00
　9：30～11：30
13：00～16：30
10：00～11：50
14：30～16：30
10：00～12：00
13：00～16：00

全血献血

成分献血

全血献血

全血献血

▷問い合わせ先…本荘由利広域
　休日応急診療所（堤脇45：☎
　24－3917）、平日は市民福祉
　部健康管理課（本荘保健セン
　ター☎22－1834）

※当番医師は変更になる場合も
　あります。
※お薬手帳をお持ちの方は提示
　してください。

日 医　師　名
５日㈰
12日㈰
19日㈰
20日㈪
23日㈭
26日㈰

西　成　民　夫
菊　池　四　郎
木　村　　　元
作左部　　　昇
小　松　徳　弥
桑　山　明　久

＊ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。41日以上の間隔を
　おいて、２回接種する予防接種です。
＊今回の対象年月を越えても、まだ２回目を接種していない方は受けられます。
＊予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種してください。
＊詳しくは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお問い合わせください。

日 対象地域 対　象　者 受付時間 実施場所

２日㈭ 本荘・西目 平成21年11月～
22年2月生まれ 13：00～14：00 本荘保健センター

10日㈮ 岩城・大内 平成20年12月～
22年5月生まれ 13：00～13：20 岩城保健センター

日時　９月25日㈯　午後２時～４
　時（開場午後１時30分）
場所　本荘文化会館
講演　①「Ｂ型肝炎の最新治療」本
　荘第一病院　消化器科　科長　進藤
　健一先生　②「Ｃ型肝炎の最新治
　療」秋田大学大学院医学系研究科 
　消化器内科　准教授　後藤隆先生
　③「肝硬変と肝癌に対する基礎知
　識～理解し、戦い、あきらめない
　ために～」猪股医院　院長　猪股
　正秋先生　④「秋田県の肝炎対策」
　市立秋田病院　副院長　小松眞史
　先生
パネルディスカッション
　「患者さんの疑問に応えるＱ＆Ａ」
問い合わせ先　本荘第一病院

☎22－0111

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

　９月10日の世界自殺予防デー
を機に、身近な人とのつながりを
見つめ直し、地域で支え合うこと
の大切さを川柳やイラストで表現
してみませんか。
募集期間　９月１日㈬～10月15日㈮ 必着
応募要件　本市・にかほ市に在住または通勤
　通学されている方。年齢などの制限はあり
　ません。
※応募者全員に記念品を差し上げます。応募
　方法など詳しくはお問い合わせください。
応募・問い合わせ先　由利地域振興局福祉環
　境部（由利本荘保健所）調整・障害者班

☎22－4120
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第34回本荘陶芸クラブ作陶展
期間／９月５日㈰～７日㈫
　　　午前９時～午後７時
　　　（７日は午後６時まで）
場所／本荘文化会館地下会議室
問い合わせ／会長　今野さん

☎22－1828

石田ゆうすけ講演会（入場無料）　７年半もの間、自転車で世界一周をした作家石田ゆうすけさんの講演会です。スライドショーを通し、世界旅行を疑似体験！書籍販売、サイン会もあります。
日時／９月４日㈯　午後２時～４時場所／県立大学本荘キャンパス「Ａ　Ｖホール」
問い合わせ／石田ゆうすけ講演会実　行委員会（フェリス化粧品内）

☎23－6476

ダンスパーティー
期間／９月５日㈰
　　　午後１時30分～４時

場所／アクアパル
会費／1,500円（前売りおよび予

約

　は、100円引き）
問い合わせ・電話予約／

　竹内さん☎090－3363－926
3

極東ロシア
フォークアンサンブルコンサート
日時／10月２日㈯
　　　午後１時30分開場、２時開演
場所／西目公民館シーガル
入場料／2,500円（ペア4,000円）　
主催／極東ロシア・由利本荘市絆づ
　くり委員会
共催／露国親善交流推進深沢委員会
問い合わせ／委員会事務局
小野さん☎090－7793－1074

　　  り　あ

　　　　 な

　　　　めご

　　あい  な

　　こうせい

　　げん  じ

　　てん  り

　　こうすけ

　　こう  き

  な　な　み

伊藤　莉愛ちゃん（　健　さん）二番堰

栁沢ここ菜ちゃん（博行さん）石脇

小野　　愛ちゃん（博章さん）土谷

鈴木　愛七ちゃん（　勇　さん）石脇

小野　功誠ちゃん（誠二さん）薬師堂

佐々木玄仁ちゃん（克仁さん）大鍬町

佐々木昊莉ちゃん（武彦さん）石脇

進藤　康祐ちゃん（健一さん）東梵天

菊地　倖生ちゃん（茂樹さん）石脇

金子菜々美ちゃん（　満　さん）石脇

　　そう  ま

　　  は  づき

  き　あ　ら

　　  わ  かな

　　りん  か

　　のぞ  み

　　  り　の

　　  は  づき

　　れい  か

　　こう  た

畠山　蒼馬ちゃん（和幸さん）三条

今部　葉月ちゃん（聖都さん）川口

小池輝明来ちゃん（光晴さん）表尾崎町

須田　羽奏ちゃん（　光　さん）花畑町

大友　凛夏ちゃん（貴文さん）三条

今　　希海ちゃん（　優　さん）石脇

茂木　梨乃ちゃん（清和さん）石脇

阿部　葉月ちゃん（広夫さん）葛法

遠藤　怜佳ちゃん（　衛　さん）矢島町新荘

石川　琥大ちゃん（義範さん）矢島町元町

　　あゆ  た

　　　　りん

　　　　ゆい

りん  た  ろう

　　  の　あ

　　そう  や

佐々木歩汰ちゃん（慎太郎さん）岩城赤平

木内　　凜ちゃん（　衛　さん）東鮎川

小笠原　唯ちゃん（　征　さん）松本

伊藤倫太郎ちゃん（　慎　さん）葛岡

齋藤　希愛ちゃん（幸太さん）岩谷町

鈴木　蒼弥ちゃん（弘和さん）東由利宿

彼岸釜のご案内（茶道裏千家わけい会）日時／９月23日㈭
　　　午前９時30分～正午場所／鶴舞会館３階茶券代／500円（中学生以下無料）問い合わせ／土田さん☎74－9108
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由利本荘市長杯　
第13回大内地域

おこしカラオケ大会
兼日本歌謡協会

秋田県全国大会争奪
戦

日時／９月５日㈰　
午前10時開演

場所／大内環境改善
センター

入場料／ 1,000円

問い合わせ先／正木
さん
☎65－2288

「ひなた」に参加しませんか
日時／９月22日㈬
　　　午後１時30分～４時30分場所／本荘勤労青少年ホーム
対象／ひきこもりなど、人間関係で　足踏みしている若い方
問い合わせ／三浦さん☎23－2192

親子DEベビーマッサージ
日時／９月26日㈰
　　　午前10時30分～ 11時30分
場所／砂子下コミュニティーセンター
対象／生後２カ月ぐらい～ハイハイ
　期ぐらいまでの赤ちゃんとその保
　護者
参加料／ 500円
持ち物／バスタオル１枚と赤ちゃん
　の飲み物
申し込み・問い合わせ／おててつな
　いで　松本さん

☎090－5180－1441
※月～金曜日教室でレッスン（要予約）

「伝えよう。生命の大切さ」
　生命のつながりや大切さ、性のこ
とについて、一緒に考えてみません
か。
日時／９月15日㈬　午前10時～正
　午（受け付け９時30分～）
場所／南内越公民館
講師／ぽっぽろうの会
　　　代表　能勢智子さん（保健師）
対象／成人の方（申し込み必要）
※先着10人まで託児ありますので
　ご希望の方は申し込みしてくだ
　さい。
主催／命のたねの会
申し込み・問い合わせ／
　菅原さん☎22－0415（藤井方）
　（月～木曜日の午後５時～８時）

いのち

加藤　二さん（旧大内町功労者・中俣）８月
６日永眠されました。昭和52年１月から13
年間にわたり中俣町内会長を務められ、住民
自治の向上と町政の円滑な推進に尽力されま
した。昭和62年旧大内町自治功労表彰。83歳。
佐藤進さん（民生委員･児童委員・松ヶ崎）
８月11日永眠されました。平成19年12月か
ら民生委員・児童委員を務められ、民生の安
定と社会福祉の向上に尽力されました。60歳。

須田　順一さん
（松街道・56歳）

髙野　　繁さん
（石脇・77歳）

眞坂　由男さん
（赤沼町・93歳）

　生　寛二さん
（後町・79歳）

木内　　武さん
（大鍬町・72歳）

湯田　忠一さん
（赤田・85歳）

佐藤サダミさん
（薬師堂・84歳）

荘司キミ子さん
（西梵天・81歳）

安保　洋佑さん
（後町・12歳）

佐々木盛一さん
（船岡・62歳）

髙橋　英雄さん
（石脇・73歳）

猪又　藤三さん
（中梵天・88歳）

佐々木ヤスミさん
（石脇・95歳）

渡部　光子さん
（谷地町・94歳）

小松ミキ子さん
（赤沼町・85歳）

石川　浩治さん
（石脇・74歳）

渡會　秀子さん
（船岡・85歳）

工藤　孝一さん
（小人町・71歳）

佐藤　生子さん
（谷山小路・80歳）

佐藤キクノさん
（石脇・83歳）

多賀部　昇さん
（東梵天・76歳）

遠藤　勝美さん
（赤田・74歳）

山科　トミさん
（矢島町城内・86歳）

小番　芳治さん
（矢島町元町・60歳）

佐々木正美さん
（矢島町川辺・81歳）

半田五十二さん
（矢島町七日町・86歳）
佐々木スヱさん

（岩城赤平・88歳）
工藤　アキさん
（岩城上蛇田・89歳）

渡部　正康さん
（岩城勝手・79歳）

工藤　鐵藏さん
（岩城上蛇田・83歳）

田口キクヱさん
（岩城二古・92歳）

伊藤賢次郎さん
（山本・81歳）

遠藤　與吉さん
（徳沢・84歳）

六鎗サタ子さん
（東由利蔵・82歳）

遠藤　ユリさん
（東由利法内・95歳）

佐藤マサ子さん
（東由利老方・77歳）

佐々木長作さん
（西目町沼田・95歳）

釜台　イサさん
（西目町出戸・75歳）

小沼　乙造さん
（鳥海町上笹子・80歳）
佐藤トクエさん
（鳥海町下笹子・92歳）
柴田　良造さん
（鳥海町上直根・84歳）
池田　廣男さん
（鳥海町上川内・85歳）

日本習字由利本荘支部書道展

　たなばた競書大会への生徒出品
作

品を展示します。一人ひとりがそ
れ

ぞれの思いを込めて精一杯の力を
出

し切り仕上げました。

　ぜひ見にいらしてください。

日時／９月１日㈬～14日㈫

　　　１日正午～14日正午まで

場所／アクアパル１階ミュージア
ム

　ストリート
展示内容／幼児、小中高校生、成

人

　部の毛筆（半紙・条幅）と硬筆作
品

問い合わせ先／片岡さん
☎24－3716



　
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
Ｂ
級
グ
ル
メ
で
ぐ

る
っ
と
本
荘
」
は
七
月
三
十
一

日
、
大
門
通
り
で
開
か
れ
、
横

手
や
き
そ
ば
や
あ
い
が
け
神
代

カ
レ
ー
、
美
郷
ま
ん
ま
な
ど
、

県
内
八
団
体
が
出
店
。
家
族
連

れ
や
グ
ル
ー
プ
が
食
べ
比
べ
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
お
目
当
て
の
テ
ン
ト
前
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
る
人
気
で
、

イ
ベ
ン
ト
は
総
計
五
千
食
を
完

売
す
る
大
盛
況
に
。
子
ど
も
た

ち
が
商
店
街
を
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
百
円
シ
ョ
ッ
プ
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ

ピ
ネ
ッ
ツ
」、
サ
ッ
カ
ー
「
ブ
ラ

ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
」
の
プ
ロ
選

手
と
の
交
流
会
な
ど
、
多
彩
な

催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
三
人
の
子
ど
も
た
ち
と
参
加

し
た
菅
野
悦
子
さ
ん
（
４０
歳
・

裏
尾
崎
町
）
は
「
本
荘
で
食
を

テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
初

め
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親
子
で
楽
し
め
、
街
の
活
性
化

に
も
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
、
大
門
街
商
店
街
協
同
組
合

の
茜
谷
栄
一
理
事
長
は
「
区
画

整
理
事
業
の
完
成
が
近
づ
い
て

い
る
こ
と
と
、
ハ
ム
フ
ラ
イ
の

皆
さ
ん
が
こ
う
し
て
大
勢
の
人

を
集
め
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
揚
げ
立
て
で
百

円
と
い
う
手
頃
な
ハ
ム
フ
ラ
イ

は
千
二
百
食
（
バ
ー
ガ
ー
含
む
）

を
売
り
上
げ
、
会
場
で
も
一
番

の
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。 

    

　
八
月
六
日
に
は
、
八
と
六
に

ち
な
ん
だ
「
ハ
ム
の
日
」
の
イ

ベ
ン
ト
が
商
工
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
県
内
屈
指
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
ブ

ラ
ン
ド
・
横
手
や
き
そ
ば
に
学

ぼ
う
と
、
同
市
職
員
の
高
橋
智

和
さ
ん
を
招
き
「
Ｂ
級
グ
ル
メ

と
地
域
づ
く
り
」
と
題
す
る
講

演
を
聴
講
。
高
橋
さ
ん
は
食
と

観
光
Ｐ
Ｒ
を
結
び
付
け
、
地
域

挙
げ
て
焼
き
そ
ば
を
売
り
出
し

て
き
た
歩
み
を
紹
介
し
、「
昨

年
の
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
を
制

し
て
以
降
の
経
済
効
果
は
三
十

四
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

『
か
ま
く
ら
』
か
ら
『
や
き
そ
ば
』

へ
と
、
横
手
を
認
知
し
て
も
ら

う
中
で
極
め
て
大
き
な
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
新
た
な
地
域

素
材
の
発
掘
に
も
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
本
荘
地
域
三
中
学
校

の
食
育
事
業
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
、
ハ
ム
フ
ラ
イ
を
市
教

育
委
員
会
に
贈
呈
。
ハ
ム
材
料

を
製
造
す
る
秋
田
プ
リ
マ
食
品

　
の
丹
羽
博
和
社
長
は
「
県
誘

致
企
業
第
一
号
と
し
て
お
世
話

に
な
り
、
四
十
九
年
を
数
え
る
。

単
な
る
復
活
で
は
な
く
、
時
代

に
即
し
た
安
全
安
心
な
も
の
を

納
品
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

食
べ
方
が
広
が
り
、
ま
ち
お
こ

し
の
手
本
に
な
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
は
市
の
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
の
支
援
を
得
、

「
ぐ
る
っ
と
本
荘
」
で
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
賞
品
抽
選
会
や

無
料
試
食
に
よ
る
ソ
ー
ス
コ
ン

テ
ス
ト
も
あ
り
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
本
荘
ハ
ム
フ
ラ
イ
を
ほ

お
ば
り
な
が
ら
真
剣
に
ソ
ー
ス

の
味
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。 

   
　
一
昨
年
秋
の
デ
ビ
ュ
ー
か
ら

二
十
回
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
フ
ァ
ン
が
拡
大
、
会
員

の
熱
意
で
地
域
に
定
着
し
た
本

荘
ハ
ム
フ
ラ
イ
。
の
ぼ
り
旗
が

目
印
の
食
堂
な
ど
、
十
五
店
舗

や
ス
ー
パ
ー
九
店
で
も
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
し
た
り
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
誕
生
さ
せ
た
り
な

ど
、「
遊
び
心
を
忘
れ
ず
に
普
及

活
動
を
行
い
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
」
と
の

宣
言
ど
お
り
に
活
動
す
る
本
荘

ハ
ム
民
の
会
。「
目
指
せ
！
Ｂ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
目
標
に

掲
げ
、
地
域
の
中
で
前
を
向
き

進
む
同
会
に
市
内
外
か
ら
熱
い

視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。 

２３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１０ ２２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２２ ９ １ 

地
域
活
性
化
、
Ｂ
級
グ
ル
メ

に
か
け
る
夢 

よ
み
が
え

薄
切
り
の
ハ
ム
に
パ
ン
粉
を
付
け
て
揚
げ
た
ハ
ム
フ
ラ
イ
は

昭
和
30

40
年
代
に

本
荘
地
域
で
食
べ
ら
れ
て
い
た
名
物
軽
食

こ
れ
を

本
荘
ハ
ム
フ
ラ
イ

と
し
て

甦
ら
せ

地
域
に
愛
さ
れ
る
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
目
指
す

本
荘
ハ
ム
民
の
会

が

こ
の
ほ
ど
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

﹁
ハ
ム
の
心
﹂（
地
域
へ
の 

思
い
や
り
）
で
情
報
発
信

（株） 

人気グルメを求める親子連れ 

テントには常に順番待ちの行列が テントには常に順番待ちの行列が 

プロサッカー選手との交流 プロサッカー選手との交流 

手早く、おいしく― 

おいしいハムフライにほおをゆるませ… おいしいハムフライにほおをゆるませ… 

激励する丹羽社長 食育事業のためにとハムフライを贈呈 熱心に聴講する参加者たち 「横手やきそば」を語る高橋さん 

「
こ
の
ソ
ー
ス
も
合
う
ゾ
」 

８
月
６
日
に
行
わ
れ
た
「
ハ
ム
の
日
」
イ
ベ
ン
ト 

　私たちメンバーは、地域のこと

を思いやる気持ちを「ハムの心」

と呼んでいます。（ハムを縦に書く

と公と読める）

　活力ある中心市街地をめざし、

地域のＢ級グルメを生かしていこ

うという考えで昨年の12月にスタ

ートして、一つの大きな目標が７

月31日のイベントでした。県内他

地域の同じ考えを持つ人たちの協

力を得て、多くの人たちに会場に

足を運んでいただくことができま

した。これでようやく、スタート

ラインに立つことができたかなと

感じました。

　今後も宣伝販売活動を通じて、

魅力ある由利本荘市をＰＲ、楽し

い地域の情報の発信をしていきた

いと思います。

本荘ハムフライ公式ブログ
http://blog. goo. ne. jp/ham-age




